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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月22日(2008.10.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　増幅器のための電力乗算器装置であって、
　電力乗算器制御段と、
　増幅器段と、
　前記電力乗算器制御段に接続可能な第１のスイッチング段とを備え、前記増幅器段は前
記電力乗算器制御段に接続可能であり、前記電力乗算器装置は第１の出力端子と第２の出
力端子とを有し、前記増幅器段は前記第１及び第２の出力端子の間に接続可能な負荷を駆
動するために前記第２の出力端子に接続可能であり、
　前記第１のスイッチング段は、切り替え可能なＤＣ電圧レベルを前記第１の出力端子に
印加するために前記第１の出力端子に接続可能である電力乗算器装置。
【請求項２】
　前記増幅器は、
　前記電力乗算器制御段に接続可能なパルス幅変調器段と、
　前記パルス幅変調器段に接続可能な電力ドライバ段と、
　前記電力ドライバ段に接続可能な第２のスイッチング段とを備え、
　前記第２のスイッチング段は、前記第１及び第２の出力端子の間に接続可能な負荷を駆
動するために前記第２の出力端子に接続可能である請求項１記載の電力乗算器装置。
【請求項３】
　前記第２のスイッチング段とグラウンドとの間に接続可能な低域通過フィルタをさらに
備える請求項２記載の電力乗算器装置。
【請求項４】
　前記第２のスイッチング段は直列に接続可能な少なくとも２つのＭＯＳＦＥＴを備える
請求項２又は請求項３記載の電力乗算器装置。
【請求項５】
　前記第１のスイッチング段は、前記第１の出力端子に印加されるべき所定の複数のＤＣ
電圧レベルのうち１つ又は複数を選択するためのセレクタを備える、請求項２乃至４のい
ずれか１つに記載の電力乗算器装置。
【請求項６】
　前記電力乗算器制御段は乗算器と、減算器と、比較器とを備える請求項２乃至５のいず
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れか１つに記載の電力乗算器装置。
【請求項７】
　前記第１のスイッチング段を介して複数の切り替え可能なＤＣ電圧レベルを前記第１の
出力端子に供給するために前記電力ドライバ段及び前記第１のスイッチング段に接続可能
な第３のスイッチング段をさらに備える請求項２乃至６のいずれか１つに記載の電力乗算
器装置。
【請求項８】
　前記第３のスイッチング段は、直列に接続可能な少なくとも２つのＭＯＳＦＥＴを備え
る請求項７記載の電力乗算器装置。
【請求項９】
　前記スイッチング段は、パルス幅変調信号発生器を備える請求項２乃至８のいずれか１
つに記載の電力乗算器装置。
【請求項１０】
　前記第１のスイッチング段はスイッチングモード電源を備える請求項２乃至９のいずれ
か１つに記載の電力乗算器装置。
【請求項１１】
　第１の出力端子と第２の出力端子とを有するデジタル増幅器システムから出力される電
力を増幅する方法であって、
　電力乗算器制御段に入力信号を印加するステップと、
　前記電力乗算器制御段において１つ又は複数の信号を生成するステップと、
　前記１つ又は複数の信号のうち１つ又は複数を使用して増幅器段を制御するステップと
、
　前記増幅器段を介して前記第２の出力端子を駆動するステップと、
　前記電力乗算器制御段からの１つ又は複数の信号を使用して、第１のスイッチング段を
制御するステップと、
　前記第１のスイッチング段において、複数の電圧レベルから１つ又は複数の切り替え可
能なＤＣ電圧レベルを選択するステップと、
　前記１つ又は複数の選択された電圧レベルを前記第１の出力端子に印加して、前記第１
及び第２の出力端子の間に接続可能な負荷を通して実質的に歪みのない波形を生成するス
テップとを含む方法。
【請求項１２】
　前記増幅器段を制御するステップは、前記１つ又は複数の信号のうち１つ又は複数を使
用してパルス幅変調段を制御することによって幅を変調されたパルスのトレーンを生成す
るステップを含み、
　前記第２の出力端子を駆動するステップは、第２のスイッチング段を介して、前記幅を
変調されたパルスのトレーンを使用して前記第２の出力端子を駆動するステップを含む請
求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記パルスのトレーンを前記第１の出力端子に印加する前に、低域通過フィルタ内で前
記幅を変調されたパルスのトレーンを前記第１のスイッチング段から濾波するステップを
さらに含む請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　前記第２のスイッチング段において前記第２の出力端子を駆動するステップは、直列に
接続可能な少なくとも２つのＭＯＳＦＥＴを駆動するステップを含む請求項１２又は請求
項１３記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１のスイッチング段において選択するステップは、前記第２の出力端子に印加さ
れるべき複数の所定のＤＣ電圧レベルのうちの１つ又は複数を選択するステップを含む請
求項１２乃至１４のいずれか１つに記載の方法。
【請求項１６】
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　前記電力乗算器制御段において１つ又は複数の信号を生成するステップは、
　前記入力信号を所定の係数で乗算するステップと、
　前記入力信号を所定の基準値と比較し、前記入力信号が前記基準値を超えるとき、前記
パルス幅変調器に印加される信号を前記変調器の動作範囲内に保持するために前記入力信
号を減少させるステップと、
　前記入力信号の振幅に応じて、前記第１のスイッチング段を制御する１つ又は複数の制
御信号を決定するステップとを含む請求項１２乃至１５の１つに記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１のスイッチング段を介し、前記電力ドライバ段及び前記第１のスイッチング段
に接続可能な第３のスイッチング段を使用して、複数の切り替え可能なＤＣ電圧レベルを
前記第１の出力端子に供給するステップをさらに含む請求項１２乃至１６のいずれか１つ
に記載の方法。
【請求項１８】
　前記複数のレベルを供給するステップは、直列に接続可能な少なくとも２つのＭＯＳＦ
ＥＴを使用するステップを含む請求項１７記載の方法。
【請求項１９】
　前記第１のスイッチング段において前記第１の出力端子に印加されるべき前記１つ又は
複数の電圧を選択するステップは、各パルスに関連する幅を有する複数のパルスを有する
パルス幅変調信号を発生するステップを含み、前記幅は前記電力乗算器制御段によって制
御される請求項１２乃至１８のいずれか１つに記載の方法。
【請求項２０】
　前記複数のパルスを使用して第３のスイッチング段を駆動することによって、低域通過
フィルタを介して選択された電圧レベルを前記第１の出力端子に印加するステップをさら
に含む請求項１９記載の方法。
【請求項２１】
　前記第１のスイッチング段において前記第１の出力端子に印加されるべき前記１つ又は
複数の電圧を選択するステップは、スイッチングモード電源を切り替えることによって、
前記第１の出力端子に印加されるべき所定の電圧を生成するステップを含み、前記電圧は
前記電力乗算器制御段からの前記１つ又は複数の信号によって決定される請求項１２乃至
２０のいずれか１つに記載の方法。
【請求項２２】
　前記第２の出力端子を駆動するステップは、前記増幅器段の出力が前記増幅器の線形動
作範囲内に留まるように、前記入力信号を前記増幅器段の負の入力に印加するステップと
、分圧器を介して前記スイッチング段の出力からのＤＣ電圧を前記増幅器段の正の入力に
印加するステップとを含む請求項１２乃至２１のいずれか１つに記載の方法。
【請求項２３】
　前記電力乗算器制御段において１つ又は複数の信号を生成するステップは、
　前記入力信号を所定の基準値と比較し、前記入力信号が前記基準値を超えるとき、前記
入力信号の振幅に応じて、前記第１のスイッチング段を制御する前記１つ又は複数の制御
信号を決定するステップを含む請求項１１乃至２２のいずれか１つに記載の方法。
【請求項２４】
　前記増幅器段は利得を有し、前記方法は前記１つ又は複数の制御信号を使用して前記増
幅器段を制御するステップをさらに含み、
　前記制御するステップは、前記第１のスイッチング段からの出力を減衰させることによ
って前記増幅器段の利得に相当する量を減衰された減衰信号を供給するステップと、前記
減衰された信号を前記入力信号から減算することによって前記増幅器段から出力される信
号をその動作範囲内に維持するステップとを含む請求項２３記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１３
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１３】
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